
注) ケーブルの捌きは、平面角度 θ=3°00′、R=10000とする。
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注) 主桁製作時の注意事項

　 ・張出し横桁差し筋，インサートアンカー・・・横組工配筋図

以上、各図面を参照し鉄筋配置を行う。

　 ・地覆埋込筋　　　　　　　　　　　　　・・・地覆配筋図

　 ・伸縮装置用切欠き、及び補強筋　　　　・・・伸縮継手詳細図

　 ・張出し床版埋込筋，インサートアンカー・・・張出し床版配筋図

　 ・レアー　　　　　　　　　　　　　　　・・・上部工一般図
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(箱抜)

（ SUS,t=6.0mm ）
(差込口付)

S=1:10

(差込口)

(箱抜)

ボルト止め M8

(差込口)

(箱抜)

排 水 桝

（ SUS,t=2.0mm ）

角 型 排 水 管 S=1:10

L= L3 (W= w1 kg)

排水桝材料表

符号 品　　　名 材　質 数量 備　　考質量(kg)

１ 1目　　皿 FC 250 ボルト穴加工2.9

２ 排 水 桝 1SUS 304 板 厚 6mm6.88

３ 補強アングル 1SUS 304 L-50ｘ50ｘ61.35

１組分合計 FC250：Ｗ1＝2.9kg/個　SUS：Ｗ2＝8.23kg/組

（1ヶ所当り）

注）フタはボルトによる取り付けとする。

　　ただし、ボルトは目皿上面に飛び出ない仕様とする。
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排水装置 L-1

排水装置 L-2 排水装置 L-3 排水装置 L-4 排水装置 L-5 排水装置 L-6 排水装置 L-7

7
7
1

(排水装置 R-2 (排水装置 R-3) (排水装置 R-4) (排水装置 R-5) (排水装置 R-6) (排水装置 R-7)

排水装置 L-7排水装置 L-6排水装置 L-5排水装置 L-4排水装置 L-3排水装置 L-2排水装置 L-1

G1

G10

2
0
0

1400
橋座幅

1400
橋座幅

2300
梁幅

排水装置 R-3

図　示

名     称 仕  様 単 位 数   量 摘   要

個

材 料 表

個

個

SUS304

個

SUS304

排 水 桝 L，R 14

個 1

個 1

個 1

個SUS304

個SUS304

個SUS304

角型排水管 L-4

角型排水管 L-5

角型排水管 R-2

角型排水管 R-3

1

1

1

取付金具 R-4,5,6,7

1

1

1

□190×55×2(内寸)
L=1660,W=13.1kg/個

L=1710,W=13.5kg/個

L=2240,W=17.7kg/個

L=2140,W=16.9kg/個

L=1980,W=15.6kg/個

L=1880,W=14.8kg/個

4

W=11.1kg/個SUS304

個SUS304角型排水管 L-1

個SUS304角型排水管 L-2

個SUS304角型排水管 L-3

組角型管用 SUS304取付金具 R-1 1

取付金具 R-2 1

取付金具 R-3 1

角型管用 SUS304

角型管用 SUS304

角型管用 SUS304

個SUS304角型排水管 L-6 1

個SUS304角型排水管 L-7 1 L=1630,W=12.9kg/個

個 1 L=1790,W=14.1kg/個SUS304角型排水管 R-1

角型排水管 R-4

角型排水管 R-5

角型排水管 R-6

角型排水管 R-7

個

SUS304

1

個

SUS304

1 L=1850,W=14.6kg/個

組

SUS304

□190×55×2(内寸)
L=1760,W=13.9kg/個
□190×55×2(内寸)
L=2510,W=19.8kg/個
□190×55×2(内寸)
L=2570,W=20.3kg/個

L=1710,W=13.5kg/個

L=1890,W=14.9kg/個

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

□190×55×2(内寸)

組組

組組

組組 W=0.82kg/組

W=2.91kg/組

W=2.71kg/組

W=2.48kg/組

注）歩道部の排水は，排水装置の上流側 1ｍ付近で，車道側へ排水

　　できるように縁石に排水孔を設けること

実 施 設 計 図

令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）
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排水装置 L-1

排水装置 L-3

排水装置 L-4

排水装置 L-7

排水装置 L-6

排水装置 L-5

排水装置 R-3

排水装置 R-4

排水装置 R-1
排水装置 R-5

排水装置 R-6

排水装置 R-7

※ (　)の値は排水管延長を10㎜単位に丸めた長さにするための調整

　 <  >の値は取付金具を設置するための桁端面までの直寸法

取付金具 R-1

取付金具 R-2

取付金具 R-3

取付金具 R-4

取付金具 R-7

取付金具 R-6

取付金具 R-5
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5
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5
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)

注）排水位置は，橋台・橋脚のライン上に平行に設定している。

　　舗装厚が薄くなる区間は，排水桝位置での切り下げ（標準20㎜）

　　が確保できない場合は，切り下げを低く抑える必要がる。

　　現地の出来高より排水位置をずらすことも検討すること
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工 事 名

工 事 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号

河 川

路 線

大里

排水工詳細図（その２）

断　面　図 S=1:50

H5断面H1断面

排水装置 L-1
排水装置 R-2

排水装置 L-2

S=1:50

排水工詳細図（その2）

実 施 設 計 図
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排水パイプ取付図 S=1:30

伸縮装置部側面図
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※本工事(R8-1工区)は、排水パイプを設置
　別途工事でキャップ・橋面防水・縦横断排水管を設置

断　面　図 S=1:60
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工 事 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号

河 川
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大里

防　水　工　詳　細　図（その１）

防水工詳細図（その１）

平　面　図 S=1:150
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注2) 排水管長、目地材長は縦断勾配を考慮した数値を表示。
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単 位 数 量

m

m2

〃

〃

個 溶融亜鉛メッキ仕様

溶融亜鉛メッキ（HDZ35）

と同等品以上

備　　　考名　　称

防 水 工 材 料 表

防　水　層

縦断排水管

横断排水管

成型目地材

キャップ

排水パイプ

規　  　格 

スプリング管 φ18mm

スプリング管 φ18mm

HP-1-1　 （VP40）

HP-2　 （VP40）

HP-3　 （VP40）

m

m

26

車 道 部歩 道 部

防　水　層　詳　細　図

伸 縮 装 置 部

表　層

スプリング管

基　層

地　覆

中詰めコンクリート

表　層

縁　石地　覆

接 着 剤

張付け用アスファルト

基　層

表　層

接 着 剤

張付け用アスファルト
σck=18N/mm2

接 着 剤

張付け用アスファルト

σck=18N/mm2

スプリング管

5050

端部目地処理

伸縮装置

成型目地材

成型目地材
端部目地処理

端部目地処理 縦断排水管 φ18mm

均しコンクリート 均しコンクリート

横断排水管 φ18mm

本

m

m

HP-1-2　 （VP40） m
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4.56

L=2.460m  N=1

L=2.280m  N=2

150.22

28.65

265.76

618.136

50

キャップ 詳 細 図 S=1:6

溶融亜鉛メッキ　ＨＤＺ35 以上

（VP40）

スプリング管

　　溶融亜鉛メッキ（ＨＤＺ３５）と同等品以上とする。

　　また、縦横断排水管の継手の重ね幅は、５ｃｍ以上とする。

注）縦横断排水管（スプリング管）の表面処理は、
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排水パイプ加工図 S=1:30
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※本工事(R8-1工区)は、排水パイプを設置
　別途工事でキャップ・橋面防水・縦横断排水管を設置

防　水　工　詳　細　図（その２）
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防水工詳細図（その２）
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平　面　図 S=1:100

※"―"横断線の数量は、伸縮装置で計上

t1 = アスファルト舗装

t2 = 均しコンクリート

総厚 tL4
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工 事 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号
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大里

図　示

舗装厚図（その１）〈A1～P1〉

舗装厚図（その１）〈A1～P1〉

舗 装 数 量 算 出（A1～P1径間）

車道部 歩道部

（σck=18N/mm2）　

舗　装　面　積

体 積 算 出 用

平 均 舗 装 厚

アスファルト舗装
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平均全体舗装厚　

舗 装 体 積
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均しコンクリート体積

縦 断 勾 配 2ｉ 1 ＋ 1.974   ＝ 1.000195

＝ 249.847 ( CAD計測 ) × 1.000195 ＝ 249.896 m2

＝ 245.151 ( CAD計測 ) × 1.000195 ＝ 245.199  m2

＝ 205 mm

＝ 249.847 × 0.205 ＝ 51.219 m3

＝ 249.847 × 0.04  ＝ 9.994 m3（表層 t=40mm）　　

＝ 245.151 × 0.124 ＝ 30.399 m3

1 ＋ 1.974   ＝ 1.000195

＝ ( 1.62 + 1.078 + 60.42 ) ＝ 63.118 m2

＝ ( 273 + 237 ) / 2 ＝ 255 mm

Ｖ ＝ 63.13 m3

＝ (  0 ＋ 29 ＋ 86 ＋ 116 )/ 4 × 1.08    ＝ 0.06237 m3

＝ (187 ＋ 210) / 2 × 3503 ＋ (210 ＋ 212) / 2 × 3753 ) / 7256

車道側歩道側

S=1：20

（排水用水抜き孔）
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＝ ( 1.62 + 1.078 + 60.42 ) × 1.000195 ＝ 63.13 m2

＝ ( 29 ＋ 39 ＋ 116 ＋ 127)/ 4 × 0.36    ＝ 0.02799 m3

＝ ( 39 ＋ 87 ＋ 127 ＋ 185)/ 4 × 1.26    ＝ 0.13797 m3

    ＝ 0.228 m3

＝ 1.974　% 

平均アスファルト舗装厚　

＝  81 mm

＝ ( 82 ＋ 80 ) / 2 × 3503 ＋ ( 80 ＋ 83 ) / 2 × 3753 ) / 7256

平均均しコンクリート厚　

＝ 124 mm

＝ (105 ＋ 130) / 2 × 3415 ＋ (130 ＋ 129) / 2 × 3665 ) / 7080

縦　断　勾　配 ｉ ＝ 1.974　% 

＝ 249.847 × 0.041 ＝ 10.244 m3（基層 t=40mm）　　
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（参考図）

＝ 63.118 × ( 0.255 － 0.03 ) ＝ 14.202 m3

＝ 14.202 － 0.228 ＝ 13.974 m3

実 施 設 計 図
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平　面　図 S=1:100

※"―"横断線の数量は、伸縮装置で計上

G1

G10

1
0 

2
50

2
 0

0
0

4
00

7
 2

5
0

6
00

3
 7

5
0

3
 5

0
0

1
 8

0
0

2
00

90ﾟ

KCL2

S3 CY9 CY10 C4 CY11 CY12 C5 CY13 CY14 C6 CY15 CY16 S4 GE4

GE3

200 桁　長　33400 200

CL

1
0 

2
50

2
 0

0
0

4
00

7
 2

5
0

6
00

3
 7

5
0

3
 5

0
0

1
 8

0
0

2
00

1

1

P1

3
7
5
0

3
6
5
2

181.266 m2(CAD計測)

600 1315
200

均しコンクリート

3
8
0

9
3
6

1
4
1
2

1
6
4
4

1
6
8
9

1
5
5
3

1
2
2
5

7
1
51184

1184
57 550

450 支 間 長  32500 450

径 間 長  33700

525 伸縮装置伸縮装置

97

4
0
7 1
0
5
7

1
5
1
2

1
7
6
1

1
8
0
9

1
6
6
4

1
3
1
2

7
6
7

1
6

1243
2765

2750
2718 2709 2712

2728
2756

2707

125
2

2785

2746
2720 2709 2712

2731
2763

2811
59

30885

1000

名

市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿 児 島 県

工 事 名

工 事 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

河 川

路 線

大里

図　示

舗装厚図（その２）〈P1～A2〉
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舗 装 体 積

アスファルト体積
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縦 断 勾 配 2ｉ 1 ＋ 2.717   ＝ 1.000369

＝ ( 32.325 × 7.250 ) × 1.000369 ＝ 234.443 m2

＝ 181.266 ( CAD計測 ) × 1.000369 ＝ 181.333 m2

＝ 126 mm

＝ 234.443 × 0.126 ＝ 29.54 m3

＝ 234.443 × 0.040 ＝  9.378 m3（表層 t=40mm）　　

＝ 181.266 × 0.042 ＝  7.613 m3

1 ＋ 2.717   ＝ 1.000369

＝ 1.800 × 33.400 ＝ 60.120 m2

＝ (184 ＋ 148) / 2 ＝ 166 mm

Ｖ ＝ 60.120 m3 t ＝ 30 mm

＝ 60.12 × (0.166 － 0.03) ＝ 8.176 m3

＝ (  0 ＋ 86 ＋  99 ＋ 22 ) / 4 × 1.08     ＝ 0.05589 m3

＝ 8.176 － 0.27 ＝ 7.906 m3

＝ ( 98 ＋ 153) / 2 × 3500 ＋ (153 ＋101) / 2 × 3750 ) / 7250

＝ 1.800 × 33.400 × 1.000369 ＝ 60.142 m2

＝ ( 22 ＋ 30 ＋ 99 ＋ 107 ) / 4 × 0.36     ＝ 0.02322 m3

＝ ( 30 ＋ 63 ＋ 116 ＋ 149) / 4 × 2.135     ＝ 0.19108 m3

     ＝ 0.27    m3

＝ 2.717　% 

平均アスファルト舗装厚　

＝  85 mm

＝ ( 91 ＋ 80 ) / 2 × 3503 ＋ ( 80 ＋ 88 ) / 2 × 3750 ) / 7250

平均均しコンクリート厚　

＝ 42 mm

＝ ( 7  ＋ 73 ) / 2 × 2625 ＋ ( 73 ＋ 13 ) / 2 × 2819 ) / 5444

縦　断　勾　配 ｉ ＝ 2.717　% 

＝ 234.443 × 0.045 ＝ 10.550 m3（基層 t=45mm）　　
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15 M16x60六角穴付ボルト 強度区分 12.9

14 M16x50六角ボルト 強度区分 10.9

橋軸直角方向

上　向　き　の　地　震　力

橋 軸 方 向

死　　荷　　重　　反　　力
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Rmax2最　大　反　力　回転照査用

設 計 条 件
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常　　時　橋 軸 方 向 ΔL1

ΔLe1

ΔLe2
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[ A1-Fix ]

支承詳細図（その１） S=1:10

※( )内は、ＳＴ-ＳＧＮ12皮膜を考慮した構造高を示す。
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市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿 児 島 県

工 事 名

工 事 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号

河 川

路 線

大里

支承詳細図（その１）

S=1:10
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せん断キー

SD345

座金付-----六角ボルト

アンカーボルト 4

447.0

5

部番 品   名 材   質 個数 備   考

1 高面圧ゴム支承 CR+SM490A+CFRP 1

3

8

拘束リングプレート 1

全質量  (kg)

質 量(kg)

材 料 表

9 SM490A

1.6

CR Ge=1.0N/mm2

座金付-----六角ボルト

7

6

ベースプレート SM490A 1

上　　沓 SM490A 1

10

4 下　　沓 SM490A 1

2せん断キー SM490A

11

SM490A 又は
S35CN相当以上

13

14

15

16 座金付8-----六角ボルト

調整プレート SM490A 1 17.5
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0.1
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12 1.4

12 3.2
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注)１. ◎印は、ＳＧＮ１２仕様（SGめっき+ナイロンコート）とする

注)５. 高面圧ゴム支承の質量は参考質量とする

注)４. 下沓に高面圧ゴム支承を設置後、隙間をコーキング処理すること

注)３. 部番 15 は、黒色酸化皮膜処理とする

注)２. ○印は、ＳＧめっき仕様とする

　　　 ただし、六角ボルトの頭部は、MEL･N12（MELめっき+ナイロンコート）とし、

注)６. 製作・施工に必要なアイボルト穴は適宜設けること

　　　 ねじ部は、MELめっき仕様とする。

0.350

0.638

0.288

無収縮沓座モルタル

備   考材   質品   名

アンカー孔モルタル 無収縮

合計

数 量 表 （１支承線当り）

単位

m
3

m
3

m
3

数量
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令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）

77 38



2

6

1 高面圧ゴム支承　CR+SM490A+CFRP+PTFE

5 中間プレート　SM490A3 4 固定枠プレート　SM490A

サイドブロック SM490A7 せん断キー SM490A8

上　沓　SM490A+SUS316

ベースプレート　SM490A

ソールプレート SM490A

3
6

80 160 80

1
2
5

2
@
2
5
0
=
5
0
0

1
2
5

8-M20

6-M36

ねじ深36

3@80=240

320

7
5
0

6
7
0

4
0

4
0

ねじ深26

(貫通)

うら側から

C1

C1

3
0

φ100
橋

 
軸

 
方

 
向

4
1
0

3
0

3
8
0

M36

D38

4040

2
2

5
2

φ240

内部補強板(CFRP) t=1.7mm

軟質ゴム(CR) te=11mmx2層

上下鋼板(SM490A) t=12mm

G10

PTFE t = 1mm

接着層1mm

φ240

φ210

φ
25
0

4
2
0

540

8-φ22キリ30 55 370 55 30

3
0

3
6
0

3
0

1
0
5

1
0
5

=
2
1
0

3
@
7
0

橋
 
軸

 
方

 
向

8-M27

ねじ深45

65 410 65

(貫通)

15

1
5

水抜き溝

(四方)

4
5

φ22φ250

面取り加工

4
4
0

560

8-M20

ねじ深24

40 55 370 55 40

4
0

3
6
0

4
0

1
2
0

2
0
0

1
2
0

橋
 
軸

 
方

 
向

130 4-M39300 130

ねじ深40

(貫通)

4
0

支
承

本
体

側

70
°
0′

0″

94.7

106.4

4561.4

1
0
6
.
4

300

45 =210
3@70

45

6
1
.
4

4
5

4-φ30キリ

3
2

φ30

300

560

4-D41

6-D38

160

320

267

2
0
3

(
2
0
7
)

4
1
0

4
0

4
5

9

2
8

3
6

4
5

3
8
0

橋 軸 直 角 方 向

200

440

2@250=500

750

610

橋 軸 方 向

9

11

8

7

2

1

3

5

10

6

4

12

13

14

9 アンカーボルト 10 アンカーバー SD345SD345

D41

3
5

4
4
5

M39

4
1
0

[ P1L-Mov ]

支承詳細図（その２） S=1:10

※( )内は、ＳＴ-ＳＧＮ12皮膜を考慮した構造高を示す。
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SD345
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-----六角ボルト

14 M20x55六角ボルト 強度区分 10.9

アンカーボルト

8

12 M20x70六角ボルト 強度区分 10.9

橋軸直角方向

上　向　き　の　地　震　力

橋 軸 方 向

死　　荷　　重　　反　　力

Ru

Rheq1

Rd

Rmax2最　大　反　力　回転照査用

設 計 条 件

5

部番 品   名 材   質 個数 備   考

1 高面圧ゴム支承 1

3

8

1

全質量  (kg)

質 量(kg)

材 料 表

9

SM490A

Rmax最　大　反　力

最　　　　　　　大

水　　　平　　　力

照　　　査　　　荷　　　重 Rl/2

Rheq2

反

力

橋軸直角方向

橋軸方向(不静定を含む)

照 査 荷 重 時 の 変 位 量 δcl

水　　　平

変　位　量

回　　転　　変　　位　　量 δr
変
位
量

地震時

常　　時　橋 軸 方 向 ΔL1

ΔLe1

ΔLe2

-----六角ボルト

7

ベースプレート SM490A 1

上　　沓 SM490A+SUS316 1

11

8

11 M27x75六角ボルト 強度区分 10.9

4 固定枠プレート SM490A 1

4

せん断キー SM490A

12

13 M16x30六角穴付ボルト 強度区分 12.9

14 -----六角ボルト

13

6

中間プレート SM490A

1ソールプレート SM490A

2

CR+SM490A+CFRP+PTFE

SD345アンカーバー10 6

注)５. 製作・施工に必要なアイボルト穴は適宜設けること

注)３. 部番 13 は、黒色酸化皮膜処理とする

注)２. ○印は、ＳＧめっき仕様とする

注)４. 高面圧ゴム支承の質量は参考質量とする

注)１. ◎印は、ＳＧＮ１２仕様（SGめっき+ナイロンコート）とする

　　　 ただし、六角ボルトの頭部は、MEL･N12（MELめっき+ナイロンコート）とし、

　　　 ねじ部は、MELめっき仕様とする。

0.305
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0.287

無収縮沓座モルタル

備   考材   質品   名

アンカー孔モルタル 無収縮

合計

数 量 表 （１支承線当り）
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15 M16x60六角穴付ボルト 強度区分 12.9

14 M16x50六角ボルト 強度区分 10.9
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部番 品   名 材   質 個数 備   考

1 高面圧ゴム支承 CR+SM490A+CFRP 1

3

8

拘束リングプレート 1

全質量  (kg)

質 量(kg)

材 料 表

9 SM490A
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ベースプレート SM490A 1
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SM490A 又は
S35CN相当以上
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注)１. ◎印は、ＳＧＮ１２仕様（SGめっき+ナイロンコート）とする

注)５. 高面圧ゴム支承の質量は参考質量とする

注)４. 下沓に高面圧ゴム支承を設置後、隙間をコーキング処理すること

注)３. 部番 15 は、黒色酸化皮膜処理とする

注)２. ○印は、ＳＧめっき仕様とする

　　　 ただし、六角ボルトの頭部は、MEL･N12（MELめっき+ナイロンコート）とし、

注)６. 製作・施工に必要なアイボルト穴は適宜設けること

　　　 ねじ部は、MELめっき仕様とする。

[ P1-Fix ]

支承詳細図（その３） S=1:10

※( )内は、ＳＴ-ＳＧＮ12皮膜を考慮した構造高を示す。

橋軸直角方向

上　向　き　の　地　震　力

橋 軸 方 向

死　　荷　　重　　反　　力

Ru
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Rd

Rmax2最　大　反　力　回転照査用

設 計 条 件

Rmax最　大　反　力

最　　　　　　　大

水　　　平　　　力

照　　　査　　　荷　　　重 Rl/2

Rheq2

反

力

橋軸直角方向

橋 軸 方 向

照 査 荷 重 時 の 変 位 量 δcl

水　　　平

変　位　量

回　　転　　変　　位　　量 δr
変
位
量

地震時

常　　時　橋 軸 方 向 ΔL1

ΔLe1

ΔLe2

名

市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿 児 島 県

工 事 名

工 事 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号

河 川

路 線

大里

支承詳細図（その３）

S=1:10

670 670

3
5
～

4
0

3
0

4
4
5

φ15 0

0.305

0.601

0.296

無収縮沓座モルタル

備   考材   質品   名

アンカー孔モルタル 無収縮

合計

数 量 表 （１支承線当り）

単位

m
3

m
3

m
3

数量

593　kN

134　kN

590　kN

424　kN

521　kN

610　kN

93　kN

0　mm

0　mm

0.27  mm

0.35　mm

0　mm

9.8

36.2

93.1

26.5

56.4

座金付

448.7

1.6

CR Ge=1.0N/mm2

座金付

座金付

17.5

73.4

82.8

1.9

5.7

0.1

18.7

1.4

3.2

20.4

実 施 設 計 図

令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）
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6

1 高面圧ゴム支承　CR+SM490A+CFRP+PTFE

5 中間プレート　SM490A3 4 固定枠プレート　SM490A

サイドブロック SM490A7 せん断キー SM490A8

上　沓　SM490A+SUS316

ベースプレート　SM490A

ソールプレート SM490A

1

2

4

-----六角穴付ボルト

サイドブロック

SD345

8

-----六角ボルト

14 M20x55六角ボルト 強度区分 8.8

アンカーボルト

8

12 M20x70六角ボルト 強度区分 8.8

橋軸直角方向

上　向　き　の　地　震　力

橋 軸 方 向

死　　荷　　重　　反　　力
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Rheq1

Rd

Rmax2最　大　反　力　回転照査用

設 計 条 件

5

部番 品   名 材   質 個数 備   考

1 高面圧ゴム支承 1

3

8

1

全質量  (kg)

質 量(kg)

材 料 表
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反

力

橋軸直角方向

橋軸方向(不静定を含む)

照 査 荷 重 時 の 変 位 量 δcl

水　　　平

変　位　量

回　　転　　変　　位　　量 δr
変
位
量

地震時
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9 アンカーボルト 10 アンカーバー SD345
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注)５. 製作・施工に必要なアイボルト穴は適宜設けること

注)３. 部番 13 は、黒色酸化皮膜処理とする

注)２. ○印は、ＳＧめっき仕様とする

　　　 ただし、六角ボルトは頭部のみとし、ねじ部はＳＧめっき仕様とする

注)４. 高面圧ゴム支承の質量は参考質量とする

注)１. ◎印は、ＳＧＮ１２仕様（SGめっき+ナイロンコート）とする

[ A2-Mov ]

支承詳細図（その４） S=1:10

※( )内は、ＳＴ-ＳＧＮ12皮膜を考慮した構造高を示す。
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村

町
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工 事 名

工 事 箇 所

図 面 種 類

縮 尺

図 面 番 号

河 川

路 線

大里

支承詳細図（その４）

S=1:10
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無収縮沓座モルタル

備   考材   質品   名

アンカー孔モルタル 無収縮

合計

数 量 表 （１支承線当り）

単位
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座金付
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座金付
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実 施 設 計 図

令和８年度
総合流域防災（河川）工事

（大里川R8-1工区）
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側 面 図 正 面 図

平 面 図

位 置 図

S=1:40

A1橋台:取付図
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二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その1)

図　示
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落橋防止構造図（その１）
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実 施 設 計 図

令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）
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S=1:10

A1橋台:上部工ブラケット詳細図

名

市

郡
いちき串木野

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その2)

図　示

ブラケット1基当り(製作数:4基)

ブラケット詳細図

8-Anc Bolt D51x950(SD345)

8-1種 Nut  M48用 (SS400)

8-3種 Nut  M48用 (SS400)

8-Washer   M48用 (SS400)

アンカーボルトD51x950

1
30

8
20

ワッシャー(M48用)

(M48ネジ切り L=130)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネ
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切
り

長

1
30

5

2
5

7
5

2
5

アンカーボルト詳細図 S=1:5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

9
50

樹脂パテ材

(t=5mm)

注記）

　5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　　実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　3.部材は全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　1.特記なき材質は全てSM490Aとする。

　2.特記なきスカーラップは35Rとする。

　　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボル

　　ト位置の調整を行うこと。

　　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　4.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

　　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
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全 葉 第 号

実 施 設 計 図

令和８年度
総合流域防災（河川）工事

（大里川R8-1工区）
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S=1:10

A1橋台:下部工ブラケット詳細図

名

市

郡
いちき串木野

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その3)

図　示

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記)

3.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

  付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

  但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作

  をおこなうこと。

2.特記なきスカーラップは全て35Rとする。

ブラケット詳細図
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アンカーボルト詳細図 S=1:5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

落橋防止構造図（その３）

全 葉 第 号

実 施 設 計 図

令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）
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S=1:10

A1橋台:取付詳細図及び部品図

名
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郡
いちき串木野

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その4)

図　示
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3041

72192501383

下部工側 上部工側

連結ケーブル(F220TDU)

取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:2 ナット

(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート

(SS400相当品:亜鉛めっき)
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。

　取付後はマンション先端ねじ部に

　防錆処理をおこなうこと。
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側 面 図 断 面 図

平 面 図

位 置 図

S=1:40

P1橋脚:取付図
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工事箇所

図面種類

縮尺
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図　示
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S=1:10

P1橋脚(起点側):上部工ブラケット詳細図

名

市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その6)

図　示

注記）

　5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　　実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　3.部材は全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

　2.特記なきスカーラップは35Rとする。

　　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボル

　　ト位置の調整を行うこと。

　　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　4.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

　　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

ブラケット1基当り(製作数:4基)

ブラケット詳細図

8-Anc Bolt D51x895(SD345)

8-1種 Nut  M48用 (SS400)

8-3種 Nut  M48用 (SS400)
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1
30

7
65

ワッシャー(M48用)

(M48ネジ切り L=130)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネ
ジ

切
り

長

1
30

5

2
5

7
5

2
5

アンカーボルト詳細図 S=1:5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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S=1:10

P1橋脚(終点側):上部工ブラケット詳細図

名

市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その7)

図　示

注記）

　5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　　実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　3.部材は全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

　2.特記なきスカーラップは35Rとする。

　　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボル

　　ト位置の調整を行うこと。

　　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　4.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

　　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

ブラケット1基当り(製作数:4基)

ブラケット詳細図

8-Anc Bolt D51x895(SD345)

8-1種 Nut  M48用 (SS400)

8-3種 Nut  M48用 (SS400)
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アンカーボルト詳細図 S=1:5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。
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S=1:10

P1橋脚:下部工ブラケット詳細図
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いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その8)

図　示

1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記)

3.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

  付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

  但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作

  をおこなうこと。

2.特記なきスカーラップは全て35Rとする。

ブラケット詳細図
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※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

落橋防止構造図（その８）

※Ｐ１橋脚下部工
　アンカーボルト設置済

実 施 設 計 図
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S=1:10

P1橋脚:取付詳細図及び部品図
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いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その9)

図　示
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下部工側 上部工側
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取付詳細図

連結ケーブル A-A断面図 S=1:2 ナット
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止めプレート

マンション

保護キャップ

偏向具 異型緩衝具

ナット

2260<2771>

230 320

エンドピン

フォークエンド

ワッシャー

ブラケットピン

アイバー

止めナット

マンション

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F190TDU L=2638<3149>mm

F190TD用 標準

F190TD用 700mm

全8組(4組/箇所)

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

S45C;亜鉛めっき(HDZ55)F190TD用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F190TD用

F190TD用 L=400

F190TD用

F190TD用

F190TD用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZ55)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZ55) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

サ

ー

バ

ニ

ユ

テ

ス

シ

ル

ム

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZ55)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) F190TDU用

（製作長）

400

1
02

1
90

φ11

50

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

98 354 98

550

1
03

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
73

.
2

444

2
62

83 230 131

1
66 5
3

φ
82

φ
106

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

444

124 160 160

2
06

φ
82

444

3
4

5
7

3
4

1
25

1
207
8

1
207
8

33

ワッシャー
(SS400:亜鉛めっき)

175 14

107 1-M10

六角穴付止めねじ

(M10)

9
0

19 129

エンドピン

9
0

止めプレート

(SS400:亜鉛めっき)

19

8
0

2-M10

(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)

ピン

122

2.< >内は、終点側における値を示す。

落橋防止構造図（その９）

実 施 設 計 図

令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）
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落橋防止構造図（その10） S=1:40

A2橋台:取付図

名

市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その10)

図　示
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位 置 図
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実 施 設 計 図

令和８年度
総合流域防災（河川）工事

（大里川R8-1工区）
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ブラケット1基当り(製作数:4基)

ブラケット詳細図

8-Anc Bolt D51x895(SD345)

8-1種 Nut  M48用 (SS400)

8-3種 Nut  M48用 (SS400)

8-Washer   M48用 (SS400)

注記）

　5.既設コンクリートへの削孔の際には、鉄筋探査を

　　実施し既設鉄筋は、切断しないこと。

　3.部材は全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

　2.特記なきスカーラップは35Rとする。

　　また、既設鉄筋と干渉した場合は、アンカーボル

　　ト位置の調整を行うこと。

　　亜鉛の付着量はJIS H 8641 HDZ55とする。

　4.図中詳細寸法は、現地実測の上決定のこと。

　　但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。
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落橋防止構造図（その11） S=1:10

A2橋台:上部工ブラケット詳細図

名

市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その11)

図　示

アンカーボルトD51x895

1
3
0

7
6
5

ワッシャー(M48用)

(M48ネジ切り L=130)

3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネ
ジ

切
り

長
1
3
0

5

2
5

7
5

2
5

アンカーボルト詳細図 S=1:5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

8
9
5

樹脂パテ材

(t=5mm)

実 施 設 計 図

令和８年度
総合流域防災（河川）工事

（大里川R8-1工区）
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1.特記なき材質は全てSM400Aとする。

注記)

3.部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。

  付着量は、JIS H 8641 HDZ55とする。

  但し、ボルト・ナット類はHDZ35とする。

4.ブラケットは、現場実測確認のうえ、製作

  をおこなうこと。

2.特記なきスカーラップは全て35Rとする。

ブラケット詳細図
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落橋防止構造図（その12） S=1:10

A2橋台:下部工ブラケット詳細図
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市

郡
いちき串木野

全 葉 第 号

村

町
地内

二級河川　大里川

鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その12)

図　示
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アンカーボルト詳細図 S=1:5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

実 施 設 計 図

令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）
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連結ケーブル(F190TDU)

取付詳細図

連結ケーブル ナット

(S45C:亜鉛めっき)

止めプレート

(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング

(SW-C:亜鉛めっき,クロメート処理)

異型緩衝具

(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具

(ポリエチレン)

保護キャップ

(ポリエチレン)

1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間

注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

マンション端部処理

※取付前に保護チューブをはぎ取る。

　取付後はマンション先端ねじ部に

　防錆処理をおこなうこと。
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本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

PC鋼より線,ポリエチレン被覆1

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

SCM435,ネジきり標準　<ケーブルに組込>個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

F190TDU L=2824mm

F190TD用 標準

F190TD用 700mm

全4組

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

F190TDU用

S45C;亜鉛めっき(HDZ55)F190TD用 1ナット

止めプレート

スプリング

異型緩衝具

偏向具

保護キャップ

F190TD用

F190TD用 L=400

F190TD用

F190TD用

F190TD用

個

個

個

個

個

組

1

1

1

1

1

SS400;亜鉛めっき(HDZ55)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

ポリエチレン

ポリエチレン;8-止めビス付

SS400;亜鉛めっき(HDZ55) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZ35) 接着剤付(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン
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フォークエンド

止めナット
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エンドピン 本
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ー バ
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ユ

テ
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シ
ル

ム

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

S45C,亜鉛めっき(HDZ55)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400,亜鉛めっき(HDZ55)

1

1

1

1

2

2

個 SS400,亜鉛めっき1

(ピン)

(止めプレート) F190TDU用

（製作長）

400

1
0
2

1
9
0

φ11

50

ブラケットピン

(SCM435:DMコート)

98 354 98

550

1
0
3

止めナット

(S45C:亜鉛めっき)

80150

1
7
3
.
2

444

2
6
2

83 230 131

1
6
6

5
3

φ
82

φ
106

アイバー

(S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド

(S45C:亜鉛めっき)

444

124 160 160

2
0
6

φ
8
2

444

3
4

5
7

3
4

1
2
5

1
2
0

7
8

1
2
0

7
8

33

ワッシャー

(SS400:亜鉛めっき)

175 14

107 1-M10

六角穴付止めねじ

(M10)

9
0

19 129

エンドピン

9
0

止めプレート

(SS400:亜鉛めっき)

19

8
0

2-M10

(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)

ピン

122

落橋防止構造図（その13） S=1:10

A2橋台:取付詳細図及び部品図
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町
地内
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鹿児島県

工事名

工事箇所

図面種類

縮尺

図面番号

河川

路線

大里

落橋防止構造図(その13)

図　示

A-A断面図 S=1:2
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(ポリエチレン樹脂)

PC鋼より線

(7xφ15.2)

被覆材

実 施 設 計 図

令和８年度 総合流域防災（河川）工事
（大里川R8-1工区）
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